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1　事業の概要

２　今後の事業の方向性

３　事業を構成する細事業の内容 (単位：千円)
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職員数

（人）

林業改良普及事業

林業総合センター管理費

林業総合センター試験研究普

及費

林業総合センター試験研究普

及費(H28繰越）

林業大学校卒業生で就業した

者の林業・木材産業関係分野

への就業率

林業総合センターの研究成果

の発表件数

体験学習の森の講座定員の

充足率

林業経営団地の設定(単年度)

85.0%

80件

85.0%

4,000ha

29年度決算額 398,578 千円

職員数 88.91 人

施策の

総合的展開

１－４　森林を活かす力強い林業・木材産業づくり　　１　林業再生の実現

１－４　森林を活かす力強い林業・木材産業づくり　　２　信州の木の利用促進

１－４　森林を活かす力強い林業・木材産業づくり　　４　様々な主体の関わりによる森林の適正管理と多様な利活用の推進

事業番号 10 02 01 事業改善シート （29年度実施事業分） □当初要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検

ringyo@pref.nagano.lg.jp

しあわせ信州創造プラン（総合５か年計画）

プロジェクト

事　業　名  林業関連教育・研究開発の推進及び普及関係事業 林業関連教育・研究開発の推進及び普及関係事業 林業関連教育・研究開発の推進及び普及関係事業 林業関連教育・研究開発の推進及び普及関係事業

部局 林務部 課・室 信州の木活用課

実施期間

-32,701 318,893 -23,486

①

Aの

財源

　一般財源 61,308

現状

(予算編成時)

○県内の森林・林業を支える教育・試験研究機関は少なく、充実を図る必要がある。

〇また、森林・林業を普及・啓発し、持続的な森林育成や発展を目指す必要がある。

80.0%

80件

85.0%

No

111,131 106,722 107,650 117,474

前年度繰越 0 0 318,893 0

60,878

29年度

達成状況成果目標値

28年度末成果指標 27年度末

目指す姿

事

 

業

 

コ

 

ス

 

ト

区　分（単位：千円） 27年度 28年度 29年度29年度29年度29年度 30年度30年度30年度30年度 指標及びその達成状況指標及びその達成状況指標及びその達成状況指標及びその達成状況

予

算

額

達成

合計（A) 78,430 425,615 403,057 117,474

補正予算

当初予算

64,913 63,115

　国庫支出金 8,110 195,035 168,441

達成

　県　債 0 158,000 158,000 0

②

達成

　その他 4,846 11,702 11,703 8,525

45,834

③

 決　　算　　額（B） 74,408 77,525 398,578

④

 概算人件費 （Ｃ） 779,599 721,757 720,349 720,349

概　算

人　件

費

 職員数（人） 94.20 91.20 88.91 88.91

36,352 34,388 32,571

成果指標

設定理由

①林業大学で学んだ知識・技術を林業・木材産業へ活かすため成果指標に設定

②林業総合センターの研究・試験成果を広く周知し活かすため成果指標に設定

③県民参加の森林林業講座の中身の充実を図るため成果指標に設定

④健全な森林の造成や効率的かつ安定的な木材の搬出等による林業の振興を目指すため成果指標に設定

（当初）

29年度 30年度

No

プロジェクト

No

－ 6.91

細事業名

林業大学校費

目標に対する

成果の状況

②林業総合センター研究成果発表については、積極的な発表実施により、目標80件を超える88件を達成。

③体験学習の森の講座定員の充足率については、天候不順により当日欠席者が多かったが、目標85％を超える86.4％を達成。

今後、事業

をどのよう

にしていき

たいか

□ 事業を実施しない ■ 事業を見直して実施 □ 事業を現行どおり実施

課　題 今後の方向性

・体験学習の森事業は、事業を見直し、嘱託員１名を減じる。

・森林資源の充実ともに大径材の利用が見込まれるが、大径材に関

する試験・製品開発が進んでいない。

・林業大学校について、外部有識者による検討により、施設の老朽

化や外部講師の高齢化等の課題を再認識。

107,650 398,578 117,474合計 88.91

1,954

52,001

3,281

0 0 1,028

3,554 3,464

森林・林業に係る課題解決のために、技術開発及び試験研究を行った。(課

題数：森林整備関連12、特用林産関連11⇒９、県産材関連８⇒６)

カラマツの大径材及びマツタケ人工栽培に係る試験研究開発のた

めの施設整備を完了した。

・年間39回の県民向け森林林業講座の開催を行った。

・体験学習の森の施設管理運営経費。

―

58.00

4.00

17.00

（決算） （当初）

 概算事業費（B（A）+C） 854,007 799,282 1,118,927 837,823

29年度　実施内容（実績）

・体験学習の森講座は、外部講師による講座に変更し講座の充実を図

る。

・林業総合センターにおいては、昨年整備した木材試験施設等を活用

し、需要に沿った活用や技術研究を進める。

・林業大学校の今後の方向性についてH30年度も継続した検討を進め

る。

－

－

－

－

〇森林を活かす力強い林業・木材産業づくりのため、課題解決に向けた試験・研究や教育の充実を図り、健全な森林の育成や関連産業の効

率的発展を目指す。

〇林業大学校卒業生における、林業・木材産業関係分野への就業者の継続的な確保（H27：88.9％）

〇林業総合センターの試験・研究の促進（H28予算：31課題⇒H29予算：31課題）

（主な実施内容：林業大学校や林業総合センターによる知識の教示や試験研究、普及指導員等による地域の森林林業事業体等の指導 など）

－

-

林業総合センター体験学習の

森事業

長野県林業大学校グレード

アップ推進事業費

317,636 0

38,531 15,045

25,932 25,264 26,639

3,281 2,781

平成29年度入学生19人を含む39人の林業に係る専門的な知識・

技術修得を支援し、20人の卒業生の就業・進学をサポートした。

森林・林業に関する知識・技術の普及啓発のため、研修会を4回開

催づるほか、国が実施する研修等へ参加した。

林業総合センター施設の管理運営経費
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事　業　改　善　シ　ー　ト　附　表事　業　改　善　シ　ー　ト　附　表事　業　改　善　シ　ー　ト　附　表事　業　改　善　シ　ー　ト　附　表

10 02 01

27年度 28年度

林業大学校費 施設管理・運営

直

接

林業の担い手確保のため、学生40人に対して林業の専

門的知識・技術を体系的に修得させる。

平成29年度入学生19人を含む39人の林業に係る専門的

な知識・技術修得を支援し、20人の卒業生の就業・進

学をサポートした。

計画未満

△

31,288 33,711 32,041 36,352 0 34,388 - 1-4,1 - H27

見直し

(強化・拡大)

・高性能林業

機械に係る実

習の拡充、HP

における学生

生活の紹介等

広報の強化

10-02-01

林業改良普及事業

森林・林業に係る知識と技術の普

及啓発

直

接

森林・林業に関する知識・技術の普及啓発のため、研

修会等を開催する。

森林・林業に関する知識・技術の普及啓発のため、研

修会を4回開催づるほか、国が実施する研修等へ参加

した。

計画通り

○

3,612 3,267 3,281 3,281 2,781 - 1-4,1 - - - 10-02-12

林業総合センター管理費 施設整備・管理運営

直

接

林業総合センター施設の管理運営 林業総合センター施設の管理運営経費

計画通り

○

25,794 24,151 26,090 25,932 25,264 - 1-4,1 - - - 10-02-24

林業総合センター試験研究普及費

森林・林業に係る各種試験研究の

推進

直

接

森林・林業に係る課題解決のために、技術開発及び試

験研究を行う。(課題数：森林整備関連12、特用林産

関連11⇒９、県産材関連８⇒６)

森林・林業に係る課題解決のために、技術開発及び試

験研究を行った。(課題数：森林整備関連12、特用林

産関連11⇒９、県産材関連８⇒６)

計画未満

△

46,977 42,081 38,531 38,531 -23,486 15,045 - 1-4,2 - - - 10-02-25

林業総合センター試験研究普及費

（H28繰越）

森林・林業に係る各種試験研究の

推進

直

接

カラマツの大径材及びマツタケ人工栽培に係る試験研

究開発のための施設整備

カラマツの大径材及びマツタケ人工栽培に係る試験研

究開発のための施設整備を完了した。

計画通り

○

- - - 317,636 - 1-4,2 - - - 10-02-25

林業総合センター体験学習の森事

業費

各種講座の開催及び施設の管理運

営

直

接

・年間39回の県民向け森林林業講座の開催を予定

・体験学習の森の施設管理運営

・年間39回の県民向け森林林業講座の開催を行った。

・体験学習の森の施設管理運営経費。

計画通り

○

3,460 3,512 3,481 3,554 3,464 - 1-4,4 - - - 10-02-26

111,131 106,722 103,424 107,650 -23,486 398,578 0合　　　　計合　　　　計合　　　　計合　　　　計

29年度

実施

状況

部局 林務部 信州の木活用課課・室

2

1

細事業

No

3

4

5

事業番号

事　業　名事　業　名事　業　名事　業　名

細事業名

総合5か年計画 ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

林業関連教育・研究開発推進及び普及関係事業林業関連教育・研究開発推進及び普及関係事業林業関連教育・研究開発推進及び普及関係事業林業関連教育・研究開発推進及び普及関係事業

□当初要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検

備　考

(H28事業

番号)
番　号

施策の

総合的

展開

県民協働事業改善

項目

実

施

方

法

29年度　実施内容（予定）

29年度

29年度　実施内容（実績）

当初

(千円)

当初

(千円)

要求

(千円)

予算

(千円)

実施

年度

主な点検

区分結果

当初

(千円)

補正

(千円)

決算

(千円)


